
科
学
会
で
も
パ
レ
に
原
点
を
求
め
て
テ
ー
マ
を
取
上
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
話
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
レ
の
生
地
ラ
ヴ
ァ
ル
の
歴

史
と
考
古
学
の
学
会
が
パ
レ
の
四
○
○
年
を
記
念
し
て
、
「
パ
レ
と
そ
の
時

代
」
と
い
う
コ
ロ
キ
ウ
ム
を
企
画
し
て
お
り
、
日
本
へ
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ

い
て
講
演
す
る
よ
う
に
と
い
う
依
頼
が
舞
い
こ
ん
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
昨

年
の
十
二
月
二
十
日
付
の
手
紙
で
、
「
今
か
ら
三
九
九
年
前
に
。
〈
し
は
パ
リ

で
死
に
ま
し
た
」
と
い
う
心
憎
い
書
き
出
し
で
あ
っ
た
。
十
八
年
前
に
、
こ

の
町
の
市
役
所
前
広
場
の
パ
レ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
没
後
二
五
○
年
記
念
に
建

て
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
の
が
、
今
回
の
四
○
○
年
記
念
行
事
を
企
画
す
る

出
発
点
で
あ
っ
た
か
ら
、
喜
ん
で
こ
の
コ
ロ
キ
ウ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
し

た
。
ラ
ヴ
ァ
ル
の
新
聞
に
は
、
日
本
か
ら
パ
レ
の
こ
と
を
ラ
ヴ
ァ
ル
の
住
人

よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
る
医
史
学
者
が
や
っ
て
く
る
と
、
日
本
語
の
活
字
入

り
の
記
事
が
の
っ
た
。

パ
レ
を
通
し
て
日
仏
両
国
に
新
し
い
掛
け
橋
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
・
ハ

レ
ヘ
の
感
謝
を
こ
め
て
、
記
念
の
品
を
ラ
ヴ
ァ
ル
に
贈
る
計
画
も
ね
っ
て
い

》
（
》
Ｑ

わ
が
国
の
。
〈
し
四
○
○
年
祭
記
念
会
は
会
長
に
東
大
第
一
外
科
の
森
岡
恭

彦
教
授
、
そ
し
て
事
務
局
は
同
第
一
外
科
医
局
。
実
行
委
員
長
は
小
生
が
勤

め
て
い
る
。
理
解
あ
る
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
・
御
参
加
を
お
願
い
す
る
。

（
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
）

六
月
例
会
平
成
二
年
六
月
二
十
三
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

厩｜

|－」

会
記
録

一
レ
メ
リ
ン
の
解
剖
害
（
和
蘭
内
外
分
合
図
の
原
本
）
の
新
知
見

酒
井
シ
ヅ

ニ
幕
末
・
明
治
初
期
の
電
気
治
療
中
村
昭

九
月
例
会
平
成
二
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
有
山
記
念
講
堂

（
九
月
例
会
は
ボ
ン
。
へ
顕
彰
記
念
医
学
講
演
会
に
振
り
替
え
た
）

ボ
ン
・
へ
顕
彰
記
念
医
学
講
演
会

主
催
ボ
ン
。
へ
顕
彰
記
念
会
。
（
財
）
循
環
器
病
研
究
振
興
財
団

講
演
ボ
ン
・
へ
と
長
崎

羽
田
春
莵
（
日
本
医
師
会
会
長
）

鼎
談
患
者
と
医
師
の
信
頼
関
係

阿
部
正
和
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
学
長
）

村
上
陽
一
郎
（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）

吉
田
忠
（
東
北
大
学
文
学
部
教
授
）

特
別
講
演
重
層
的
な
医
療

遠
藤
周
作
（
作
家
）

十
月
例
会
平
成
二
年
十
月
七
日
（
日
）

順
天
堂
大
学
有
山
記
念
講
堂

（
十
月
例
会
は
富
士
川
渉
先
生
没
後
五
十
年
記
念
会
に
振
り
替
え
た
）

富
士
川
塀
先
生
没
後
五
十
年
記
念
会

一
郷
土
・
広
島
に
象
ら
れ
る
富
士
川
溝
の
世
界
江
川
義
雄

二
富
士
川
溝
・
呉
秀
三
両
先
生
の
間
岡
田
靖
雄

三
富
士
川
溝
と
土
肥
慶
蔵
長
門
谷
洋
治
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中
村
昭

三
浦
豊
彦
著
『
労
働
と
健
康
の
歴
史
第
六
巻
』

江
戸
時
代
中
頃
に
平
賀
源
内
ら
が
静
電
気
の
起
電
機
（
こ
れ
を
エ
レ
キ
テ

ル
と
言
っ
た
）
の
実
験
を
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
本
書
は
『
労
働
と
健
康
の
歴
史
』
の
第
一
巻
か
ら
第
四
巻
と
、
『
労
働
と
健

地
の
医
療
的
応
用
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
康
の
戦
後
史
』
の
五
冊
の
要
約
と
も
言
え
る
『
労
働
衛
生
通
史
』
を
中
心
に
、

蘭
学
も
幕
末
の
頃
に
は
物
理
学
、
電
気
学
等
の
分
野
ま
で
か
な
り
水
準
が

展
望
、
労
働
衛
生
史
、
医
史
学
と
私
、
及
び
僕
の
昭
和
史
の
四
部
構
成
と
な

高
く
な
り
、
電
気
治
療
も
実
際
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
う
て
お
り
、
著
者
の
喜
寿
を
祝
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
と
し
て
、
安
政
五
年
に
出
た
『
内
服
同
功
』
と
い
う
刊
本
が
あ
る
。
こ

今
迄
、
著
者
が
労
働
衛
生
史
を
精
力
的
に
発
表
し
て
き
た
こ
と
、
生
涯
を

れ
は
内
服
薬
以
外
の
種
々
の
治
療
法
を
図
解
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
労
働
科
学
研
究
所
と
と
も
に
歩
ん
だ
こ
と
は
多
く
の
学
会
員
の
知
る
と
こ
ろ

こ
の
中
に
エ
レ
キ
テ
ル
の
器
械
の
作
り
方
と
そ
の
応
用
方
法
も
含
ん
で
い
る
。
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
は
労
働
衛
生
史
の
普
及
と
後
進
の
育
成
の
た
め
に
日

ま
た
万
延
元
年
に
出
た
『
内
服
同
功
」
続
篇
で
は
ボ
ル
タ
式
電
池
の
作
り
本
産
業
衛
生
学
会
の
な
か
に
「
労
働
衛
生
史
研
究
会
」
を
作
り
、
そ
の
主
催

方
や
、
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
感
伝
電
流
の
作
り
方
も
具
体
的
に
説
明
し
て
お
り
、

で
御
苦
労
さ
れ
て
い
る
。

治
療
上
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。

労
働
衛
生
史
は
労
働
者
側
、
経
営
者
側
、
行
政
、
労
働
衛
生
学
者
、
さ
ら

明
治
初
年
に
移
る
と
、
明
治
五
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
『
東
に
個
々
の
職
業
病
や
労
働
条
件
を
歴
史
的
に
ふ
る
等
の
立
場
で
そ
の
内
容
に

校
医
院
治
験
録
』
の
中
に
も
図
解
入
り
で
、
ド
イ
ツ
人
教
師
の
ミ
ュ
ラ
ー
と

相
違
が
で
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
三
浦
の
研
究
態
度
は
お
お
む
ね
中

ホ
フ
マ
ン
が
行
っ
た
電
気
治
療
の
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。
立
的
で
あ
り
、
事
実
を
事
実
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
通
史
を
書
く

こ
こ
で
行
わ
れ
た
電
気
治
療
は
直
流
ま
た
は
感
伝
電
流
に
よ
る
電
気
刺
激
時
の
基
本
条
件
で
あ
る
。
三
浦
は
こ
の
通
史
を
書
け
る
数
少
な
い
、
い
や
唯

療
法
、
直
流
に
よ
る
電
気
灼
断
療
法
、
。
フ
ー
シ
ー
に
よ
る
電
気
分
解
療
法
等
一
の
研
究
者
で
あ
ろ
う
。

幕
末
・
明
治
初
期
の
電
気
治
療

四
富
士
川
海
と
雑
誌

例
：
会
抄
録

準
』

い
」

富
士
川
英
郎

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
器
械
は
ド
イ
ツ
か
ら
取
り
寄
せ
た
も
の
で
あ
り
、
ミ
ュ

ヲ
ー
と
ホ
フ
マ
ン
は
そ
の
頃
の
最
新
の
治
療
法
を
示
説
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
平
成
二
年
六
月
例
会
）

琴
の
Ｍ
毒
の
必
紹
介

（137）501


